
函館漁港・船入澗防波堤
イカ釣り漁の基地としても知られている函館漁港（入舟漁港）には、1899
年に完成した石積み防波堤が現存している。監督技師は小樽港の建設で有
名な廣井勇博士で、建設にあたっては、旧砲台（弁天岬台場）解体の際に
発生した石材を利用している。当時をしのばせる貴重な土木遺産といえよ
う。

民
家
の
保
存
に
向
け
て
市
民
と

行
政
が
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
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街
の
主
役
と
脇
役
た
ち

　

西
部
の
街
並
み
を
歩
き
ま
わ
る
と
、
ま
る
で
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
で
も
観
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
各
時
代
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
名
優
た
ち
が
次
か
ら

次
と
登
場
し
て
く
る
。
主
役
も
脇
役
も
そ
れ
ぞ
れ
に
個

性
豊
か
だ
。

　

主
役
の
一
番
手
は
旧
函
館
区
公
会
堂
（
1
9
1
3
年

／
重
要
文
化
財
）
で
あ
ろ
う
か
。
鮮
や
か
な
青
み
と
黄

色
と
い
う
ペ
イ
ン
ト
が
意
表
を
つ
く
。
正
面
二
階
の
ベ

ラ
ン
ダ
は
外
見
も
華
や
か
だ
が
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
基

坂
を
通
し
て
海
を
見
下
ろ
す
眺
望
が
な
ん
と
も
豪
華

だ
。

　

近
く
に
は
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

復
活
聖
堂
（
1
9
1
6
年
／
重
要
文
化
財
）
が
あ
る
。

エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
役
柄
で
人
気
度
で
は
ト
ッ
プ
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
す
ぐ
下
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
カ
ト

リ
ッ
ク
元
町
教
会
（
1
9
2
4
年
）
が
あ
る
し
、
東
本

願
寺
函
館
別
院
の
大
屋
根
が
見
え
て
い
る
。
東
本
願
寺

の
伽
藍
は
日
本
で
最
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
寺
院
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
が
肩
を
寄
せ

合
っ
て
い
る
姿
は
、
開
放
的
な
開
港
場
の
気
風
を
よ
く

あ
ら
わ
し
て
い
る
。
国
際
的
と
い
え
ば
、
旧
イ
ギ
リ
ス

領
事
館
（
1
9
1
3
年
／
現
開
港
記
念
館
）
や
旧
ロ

シ
ア
領
事
館
（
1
9
0
8
年
）
が
あ
る
。
中
華
会
館

（
1
9
1
5
年
）
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

こ
う
し
た
主
役
に
混
じ
る
脇
役
が
ま
た
す
ご
い
。
和

洋
さ
ま
ざ
ま
な
商
家
や
住
宅
が
び
っ
し
り
建
っ
て
い

る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
一
階
は
格
子
戸
の
伝
統
的
な
構

え
な
の
に
、
二
階
が
下
見
板
ペ
イ
ン
ト
に
縦
長
の
ガ
ラ

ス
窓
を
お
き
、
立
派
な
軒
飾
り
を
ま
わ
す
と
い
う
上
下

和
洋
折
衷
デ
ザ
イ
ン
の
町
家
で
あ
る
。
庶
民
の
工
夫
を

し
ゃ
れ
た
姿
で
表
わ
し
た
建
築
様
式
と
い
っ
て
よ
い
。

て
仕
上
げ
た
。
旧
金
森
洋
物
店
で
は
、
壁
の
隅
角
や
窓
ま

わ
り
に
石
積
み
形
や
ア
ー
チ
形
を
つ
く
り
だ
し
て
、
文
明

開
化
時
代
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
さ
れ
た
。
こ
の
れ
ん
が
・

白
漆
喰
は
函
館
の
お
気
に
入
り
に
な
っ
た
よ
う
で
、
明
治

中
期
の
太
刀
川
商
店
（
１
９
0
１
年
／
重
要
文
化
財
）
は

こ
の
手
法
で
、
重
厚
な
土
蔵
造
り
の
意
匠
を
主
と
し
な
が

ら
、
よ
く
見
る
と
ア
ー
チ
の
よ
う
な
洋
風
も
取
り
込
ん
で

い
る
。
明
治
末
の
旧
金
森
船
具
店
（
１
９
１
１
年
／
現
金

森
美
術
館
）
は
ル
ネ
サ
ン
ス
風
の
デ
ザ
イ
ン
で
つ
く
ら
れ

て
い
る
。

　

函
館
は
大
火
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
。
１
９
３
４
（
昭

和
９
）
年
の
大
惨
禍
で
最
後
に
な
っ
た
が
、
先
に
ふ
れ
た

明
治
11
、
12
年
の
あ
と
、
明
治
40
年
、
大
正
10
年
と
市
街

の
中
枢
を
焼
き
尽
く
す
大
火
に
襲
わ
れ
た
。
そ
の
つ
ど
街

は
立
派
に
再
興
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
結
果
と
し
て
焼

失
域
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
色
が
街
並
み
に
刻
印

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

西
部
市
街
は
大
半
が
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
の
大
火

で
失
わ
れ
た
後
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
め
に
か
け
て
再
興

さ
れ
た
。
た
だ
し
弁
天
町
の
方
は
一
部
が
焼
失
を
ま
ぬ
が

れ
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
大
火
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
の

建
物
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
元
町
・
末
広
町
の
あ
た
り

か
ら
宝
来
町
方
面
は
大
正
10
年
に
焼
け
て
い
て
、
宝
来

町
「
銀
座
街
」
は
こ
の
大
火
後
、
防
火
帯
と
し
て
再
興
さ

れ
た
。
そ
れ
も
当
時
は
日
本
で
も
最
先
端
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、
同
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
で
建
て
ら
れ
た
。


